
神籠石ってなんだろう

　高良山には古くから｢八葉石｣と呼ばれる列石がありま

した。これが江戸時代の終わり頃からは、｢神籠石｣と呼

ばれるようになります。

　明治時代になると、高良山神籠石として学界に紹介さ

れます。この時は、高良大社の範囲を示すものとして、

｢神域｣であると考えられました。

　その後、同様の遺跡は、北部九州を中心に 16 カ所ほ

どが発見されています。研究が進み、現在では｢朝鮮式

山城｣の一種と考えられています。
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※筑紫野市の阿志岐
山城も含めています。
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